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参加した学生に好評！
F e a t u r e
★こういうものがあると知らな
かったので、もっと開催すべき
だと思います。（法1年）
膨大な情報の中から必要なデータを効率的に収集するためには、的確にデータ
ベースを使いこなすことがポイントになります。データベースの存在を「知って
いる」だけでは活用することはできません。図書館では、いくつかのデータベー
スにスポットをあてて、どのようなコンテンツが収録されているかをはじめ、機
能面や使い方などを紹介するためのデータベース講習会を開催しています。
「参加したもん勝ち！」です。皆さん積極的に参加しましょう！
知ってよかった
データベース講習会
LEX/DBインターネット
★PCが苦手なので最初は使うのが難しそうだと思いましたが、
　何度かやっていくうちに慣れると思います。（法3年）
★就職活動が非常に楽になるツールがあることを初めて知った。
　自宅でもひたすら企業検索をすることが無くなり、自分が知りたいことのみを
得られるので助かりました。（法3年）
★わからないことだらけだったので講習に参加できて良かったです。（経営3年）
日経テレコン21
★とてもよかった。今日たまたま学校にいて参加を決めたけど、
　もっとPRしてみんな参加した方がいいと思った。（経営3年）
★大満足です！（国際コミュニケーション3年）
★自分が疑問に思っていたことを、こんなにも簡単に探せるサイトが
　あることを知れてよかった。（文3年）
★データベースを今まで利用したことがなかったので、
　とても勉強になりました。今後は積極的に
　活用していこうと思います。
　（現代中国3年）
★すごく役に立つので、もっと早く開催してほしいです。
　今日学んだことは、この後の就活に大いに役立てます！
　（国際コミュニケーション3年）
東洋経済デジタルコンテンツ・ライブラリー
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Japan Knowledge
（レポ トー作成支援）
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C o l l e c t i o n
Co l l e c t i on  no . 3
　近世から近代の中国では、数多の欧米人宣教師によって聖書の漢訳
が試みられてきました。19世紀初頭にはプロテスタントによる漢訳
活動が始まり、その最初期には、いずれもイギリス人の宣教師である
ロバート・モリソンとジョシュア・マーシュマンが活躍しました。それ
以前の18世紀初頭には、カトリックの代表的な漢訳であるフランス
人宣教師バセの所謂『四史攸編』があり、そのバセの稿本をモリソンが
大英図書館で筆写し、これを携帯して中国に渡って手掛けたのが、『神
天聖書』と総称される一連の漢訳聖書です。また、モリソンと同時期に
は、中国から遠くはなれたインドでもマーシュマンによる漢訳が行わ
れました。本学図書館では、モリソンの初期の漢訳である『新遺詔書』
(1815)と完成版の『神天聖書』(1823)の二つ、そしてマーシュマンの
『聖経』(1815-1822) を所蔵していますが、いずれも元々は英国聖書
協会が所蔵していたのが、縁あって愛知大学の図書館にやって来たも
のです。特にモリソンの漢訳聖書はのちの幾つかの後継訳を経て明治
期の日本語訳へとつながる系譜の源流としても重要な資料であると
言えます。このほかにも、ブリッジマンとカルバートソンによる文言
訳やロシア正教会訳など非常に重要なものも所蔵しています。漢訳聖
書は、欧人宣教師たちが様々な時代と地点(各官話や方言)で学んだ中
国語を反映する資料であると同時に、西洋の文化や概念からの異文化
翻訳の資料としての可能性をもっています。本コレクションも研究者
をはじめ、多くのかたに利用されることを願っています。
貴重書・コレクション紹介
Collection
第2回
Aichi University Library
『新遺詔書』　名図事務193.5:X99（全8巻）
『神天聖書』　名図事務193:Sh69（全21巻）等
近代の漢訳聖書コレクション
名古屋図書館
Co l l e c t i on  no . 4
　1804年、ロンドン伝道会がロバート・モリソンを中国に派遣する際
命じたことは、中国語の習得と「聖書」翻訳でした。当時、中国では外国
人が中国語を学ぶことも、また中国人が外国人に中国語を教えること
も禁じていました。そのような過酷な環境の中でモリソンはまずマカ
オに達し、そこを拠点に聖書翻訳、中国語辞典の編纂、中国語文法書の
執筆を開始しました。そのうちの中国語辞典の正式の名称は、
A Dictionary of the Chinese Languageで、全３部からなります。第1部
は当時最大規模の辞典『康煕字典』（1716）をその部首別に翻訳、増補
したもので、1815年に第1部 第1巻が完成、第2巻は22年、第3巻は
23年にずれこみました。『康煕字典』は今でこそピンイン順の索引も
ありますが、これを外国人が引くのは至難の技でした。第2部は『五車
韻府』と呼ばれ、第１部をアルファベット順に並べ替えたもので、
1819年に第1巻、20年に第2巻が完成しています。この部分はその後
何度も単独で出ています。第3部は英華（本学蔵は2分冊に製本）で、こ
の部分は第2部に続いて出ています。出版の順序は西洋人がこの辞書
を利用する際の必要度に応じたものでありました。モリソンの辞書は
後の英華・華英辞典のモデルになったばかりでなく、幕末日本にも舶
載されました。モリソンの辞書は漢字の語釈に留まらず、西洋人にと
っての中国文化百科辞典でもありました。たとえば、「学」は『康煕字
典』では数行しかありませんが、本書では40頁にもわたり、中国にお
ける私塾、読書の心得、官吏登用制度である「科挙」を事細かに記述し
ています。本書は中国の図書館では稀覯に属しますが、日本には本学
を含め完全なものが国立国会図書館、静岡県立中央図書館、東洋文庫、
東京学芸大学、早稲田大学、京都外国語大学、同志社大学等に約10セ
ット存在します。近年、日本と中国でリプリントが出て利用が便利に
なりました。
参考：朱鳳『モリソンの「華英・英華字典」と東西文化交流』（車図開架 823:Sh99）、
 宮田和子『英華辞典の総合的研究』（豊図書庫 801.3:Mi84）
豊図書庫　823:Mo78
A Dictionary of the Chinese Language
豊橋図書館
データベースを
利用するには
http://library.aichi-u.ac.jp/
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